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国民の祝日です
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令
和
２
年
度
事
業
報
告

①
営
農
指
導
事
業

園
芸
産
地
の
振
興
に
向
け
、
リ
ー
ス

ハ
ウ
ス
の
導
入
や
ほ
場
整
備
と
一
体
的

な
品
目
で
あ
る
白
ネ
ギ
栽
培
を
推
進
し

ま
し
た
。
そ
の
他
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
産

地
化
に
向
け
、
作
物
転
換
者
及
び
新
規

就
農
希
望
者
の
増
加
に
よ
る
栽
培
面
積

拡
大
に
伴
い
、
共
選
場
の
高
度
化
整
備

を
進
め
ま
し
た
。

畜
産
に
つ
い
て
は
、
産
地
創
生
事
業

を
活
用
し
て
、
高
能
力
で
特
定
疾
病
フ

リ
ー
の
次
世
代
繁
殖
雌
牛
の
生
産
体
制

構
築
に
向
け
、
取
り
組
み
を
始
め
ま
し

た
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
が
大
き
か
っ
た
牛
乳・卵・

精
肉
の
消
費
拡
大
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

②
販
売
事
業

収
穫
前
契
約
に
よ
る「
結
び
つ
き
米
」

の
拡
大
に
努
め
、
需
要
に
あ
っ
た「
き

ぬ
む
す
め
」「
つ
や
姫
」へ
の
品
種
誘

導
の
提
案
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

ま
た
、
園
芸
品
目
に
つ
い
て
は
、
市

場
へ
の
出
荷
に
加
え
、
本
店「
販
売
戦

ま
た
、
組
合
員
・
利
用
者
の
ラ
イ
フ

イ
ベ
ン
ト
に
応
じ
た
資
産（
形
成
・
運

用
）相
談
及
び
相
続
相
談
機
能
の
強
化

を
図
り
、
利
用
者
満
足
度
の
向
上
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

⑤
共
済
事
業

組
合
員
・
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
向
上
の

た
め
、
専
門
性
を
有
し
た
ラ
イ
フ
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
の
育
成
と「
適
正
」「
迅
速
」

な
事
務
処
理
や
組
合
員
・
利
用
者
か
ら

信
頼
い
た
だ
け
る
支
店
窓
口
対
応
を
目

指
し
、
窓
口
担
当
者
の
育
成
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

ま
た
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
遵
守

し
た
適
切
か
つ
県
内
均
一
の
サ
ー
ビ
ス

を
行
う
た
め
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
活

用
し
た
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
・
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
手
続
き
を
積
極
的
に
行
い
ま
し
た
。

令
和
３
年
度
事
業
計
画

⑴
基
本
方
針

地
域
農
業
生
産
基
盤
の
拡
充
に
向
け
、

担
い
手
対
策
や
後
継
者
対
策
を
継
続
し

て
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
地
域
と
の

略
室
」や
㈱
Ｊ
Ａ
ア
グ
リ
島
根
と
連
携

し
、
新
た
な
販
路
開
拓
や
直
接
販
売
強

化
に
よ
る
有
利
販
売
に
取
り
組
み
ま
し

た
。

③
経
済
事
業

生
産
資
材
に
つ
い
て
は
、
銘
柄
集
約

に
よ
り
価
格
低
減
し
た
肥
料
農
薬
の
推

進
や
、
大
型
規
格
農
薬
及
び
担
い
手
用

超
大
型
規
格
農
薬
の
推
進
に
よ
り
、
生

産
コ
ス
ト
の
低
減
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

店
舗
購
買
は
、
地
産
地
消
を
基
本
に

安
全
・
安
心
・
新
鮮
に
こ
だ
わ
っ
た
運

営
を
心
が
け
、
産
直
の
拡
大
に
努
め
ま

し
た
。

葬
祭
事
業
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
防
止
対
策
を
図
る
と
と
も
に
、

多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
力
を
強

化
し
、
利
用
者
に
満
足
い
た
だ
け
る
葬

儀
施
行
に
努
め
ま
し
た
。

④
信
用
事
業

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
る
農
業
経
営
の
不
安
定
化
を
解

消
す
る
た
め
、
営
農
部
門
と
の
連
携
を

図
り
、
経
営
安
定
化
に
資
す
る
貸
出
を

積
極
的
に
行
い
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
石
見
銀
山
地
区
本
部
は
６
月

14
日
、
サ
ン
レ
デ
ィ
ー
大
田
ふ
れ
あ

い
ホ
ー
ル
に
て
、
第
７
回
Ｊ
Ａ
し
ま

ね
石
見
銀
山
地
区
本
部
総
代
説
明
会

を
開
き
ま
し
た
。

管
内
各
地
区
の
総
代
定
数
69
人
の

う
ち
、
49
人
の
総
代
に
ご
参
加
い
た

だ
き
ま
し
た
。
令
和
２
年
度
事
業
報

告
、
令
和
３
年
度
事
業
計
画
は
次
の

と
お
り
で
す
。

地
区
本
部
総
代
説
明
会
開
催

第
７
回
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対
話
を
通
じ
て
Ｊ
Ａ
事
業
へ
の
理
解
と

組
合
員
加
入
を
促
進
す
る
こ
と
で
、
組

織
基
盤
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

⑵
事
業
方
針

①
営
農
・
農
業
振
興

ほ
場
整
備
事
業
と
一
体
的
に
白
ネ
ギ

の
普
及
拡
大
を
図
り
、
リ
ー
ス
ハ
ウ
ス

事
業
を
活
用
し
た
園
芸
品
目
作
付
に
よ

る
生
産
拡
大
・
担
い
手
育
成
を
図
り
ま

す
。
ま
た
、
酪
農
・
養
鶏
・
肉
牛
の
生

産
基
盤
強
化
・
拡
大
に
努
め
、
和
牛
繁

殖
牛
増
頭
の
た
め
に
県
央
地
区
畜
産
総

合
セ
ン
タ
ー
の
利
用
促
進
と
増
頭
支
援

に
取
り
組
み
ま
す
。　

②
く
ら
し
の
活
動

女
性
、
青
年
組
織
と
の
連
携
を
深
め
、

く
ら
し
の
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
で
地

域
の
活
性
化
と
仲
間
づ
く
り
を
進
め
ま

す
。
ま
た
、
組
合
員
の
健
康
を
守
る
活

動
と
し
て
、
健
康
診
断
や
巡
回
人
間

ド
ッ
ク
の
取
り
組
み
を
進
め
、
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
の
実
現
に
向
け

た
活
動
を
展
開
し
ま
す
。

③
信
用
事
業

農
業
者
の
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
、
農
業
所
得
向
上
と
農
業
生
産
拡

大
に
貢
献
す
る
た
め
、
他
部
門
と
連
携

し
た
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

コ
ス
ト
削
減
に
つ
な
が
る
事
業
見
直
し

に
よ
り
持
続
可
能
な
収
益
構
造
を
構
築

し
、
農
業
・
地
域
か
ら
一
層
必
要
と
さ

れ
る
存
在
を
目
指
す
と
と
も
に
、
コ
ロ

ナ
禍
で
の「
新
し
い
生
活
様
式
」に
見

合
っ
た
金
融
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
い

ま
す
。

④
共
済
事
業

組
合
員
・
利
用
者
の
く
ら
し
を
守
り
、

農
業
経
営
と
地
域
社
会
に
貢
献
す
る
活

動
を
展
開
す
る
た
め
、
３
Ｑ
訪
問
活
動

を
通
じ
て「
ひ
と
・
い
え
・
く
る
ま
」

の
総
合
保
障
の
提
供
及
び「
農
業
リ
ス

ク
診
断
活
動
」を
実
践
し
ま
す
。
ま
た
、

多
様
化
す
る
組
合
員
・
利
用
者
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
た
め
信
用
事
業
と
の
連
携
を

強
化
す
る
と
と
も
に
、
専
門
性
を
持
っ

た
複
合
渉
外
担
当
者
の
育
成
を
行
い
ま

す
。

⑤
購
買
事
業

生
産
資
材
供
給
で
は
、
農
業
生
産
コ

ス
ト
低
減
と
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
・
強
化

に
努
め
、
生
活
物
資
供
給
で
は
、
組
合

員
・
利
用
者
か
ら
安
心
し
て
満
足
い
た

だ
け
る
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
向
け

て
取
り
組
み
ま
す
。

財務・事業成績の推移� （単位：百万円）
区　　分 項　　　　目 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度

財　　務
事業利益 52 89 19 2 
経常利益 115 119 111 75 
当期剰余金 93 33 64 66 

信用事業 貯金 51,699 50,972 49,612 51,324 
貸出金 13,685 13,818 14,157 13,963 

共済事業 長期共済保有高 189,149 185,351 180,261 174,061 
短期共済新契約掛金 590 583 567 553 

購買事業 購買品供給高 2,522 2,219 2,169 2,216 
販売事業 販売品販売・取扱高 2,981 3,221 3,386 3,037 

業績還元実施額 4 2 1 0 
（注１）財務項目は本店配賦後。貯金は譲渡性貯金を含みます。　（注２）販売品販売・取扱高は受託販売品と買取販売品の合計です。

⑥
利
用（
葬
祭
）事
業

計
画
的
な
人
材
育
成
に
よ
り
相
談
機

能
強
化
を
図
り
、
多
様
化
す
る
葬
祭

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、
組
合
員
・
利
用
者

に
満
足
い
た
だ
け
る
葬
儀
施
行
に
取
り

組
み
ま
す
。
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千
両
箱

千
両
箱

ト
ピ
ッ
ク
ス

ト
ピ
ッ
ク
ス

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
石
見
銀
山
女

性
部
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
部

会『
つ
ぼ
み
く
ら
ぶ
』は
７

月
21
日
、
Ｊ
Ａ
石
見
銀
山
地

区
本
部
に
て
夏
野
菜
カ
レ
ー

と
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
作
り
を

行
い
、
大
人
９
名
、
子
ど
も

16
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
同
部
会
が
作
成
し
た
動
画

を
参
考
に
子
ど
も
達
も
参
加

し
た
ア
イ
ス
作
り
は
、
お
手

伝
い
が
で
き
た
喜
び
も
あ
っ

て
大
人
気
。
お
か
わ
り
す
る

子
ど
も
が
続
出
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
夏
休
み
初
日

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
た
く

さ
ん
の
子
ど
も
が
集
ま
り
、

参
加
し
た
マ
マ
達
は「
子
ど

も
と
楽
し
く
過
ご
せ
て
、
い

い
思
い
出
に
な
っ
た
」と
話

し
ま
し
た
。

全
議
案
を
承
認
す
る

● 

第
46
回
石
見
銀
山
農
政
会
議
通
常
総
会

1
TOPICS

夏
の
旬『
カ
レ
ー
＆
ア
イ
ス
』作
り
！

● 

女
性
部
フ
レ
ミ
ズ
部
会
『
つ
ぼ
み
く
ら
ぶ
』

3
TOPICS

れ
た
方
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を

記
入
後
に
発
送
先
を
指
定
し

て
ご
返
送
い
た
だ
く
と
、
８

月
下
旬
以
降
に
シ
ャ
イ
ン
マ

ス
カ
ッ
ト
が
送
ら
れ
て
く
る

と
い
う
嬉
し
い
企
画
で
す
。

同
組
合
で
は
、
よ
り
多
く
の

方
に
大
田
市
産
の
ぶ
ど
う
を

味
わ
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、

Ｐ
Ｒ
を
行
い
な
が
ら
、
来

シ
ー
ズ
ン
か
ら
本
格
的
に
こ

の
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
す
る
予

定
で
す
。

　
大
田
市
ぶ
ど
う
生
産
組
合

は
、
贈
答
用
の
デ
ラ
ウ
ェ
ア

の
お
配
り
先
の
中
に“
シ
ャ

イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
１
箱
が
当

た
る
”と
い
う
企
画
を
試
行

し
ま
し
た
。

　
今
シ
ー
ズ
ン
、
同
組
合
の

農
場
毎
に
出
荷
す
る
贈
答
用

デ
ラ
ウ
ェ
ア
に
、
１
つ
ず
つ

シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
が
当

た
る
お
知
ら
せ
を
無
作
為
に

同
梱
し
て
発
送
。
お
配
り
先

の
中
か
ら
幸
運
に
も
当
選
さ

シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
が
当
た
る
！

（
お
試
し
企
画
）

● 

大
田
市
ぶ
ど
う
生
産
組
合

2
TOPICS

　
石
見
銀
山
農
政
会
議
は

７
月
９
日
、
Ｊ
Ａ
石
見
銀

山
地
区
本
部
多
目
的
ホ
ー

ル
に
て
第
46
回
通
常
総
会

を
開
催
し
、
書
面
出
席
を

含
め
て
62
名
が
出
席
し
ま

し
た
。

　
田
原
洋
司
農
政
会
議
会

長
は「
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
と

連
携
し
た
政
策
確
立
対
策
、

農
業
農
村
地
域
作
り
対
策

を
展
開
し
、
継
続
し
て
地

域
農
業
を
守
る
運
動
を

行
っ
て
い
き
た
い
」と
語

り
ま
し
た
。
総
会
で
は
全

議
案
が
原
案
ど
お
り
承
認

さ
れ
、
田
原
会
長
が
再
任

さ
れ
ま
し
た
。

こちらが入っていたら当たりです
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　収穫のピークが目前の『ゆのつメロン』
（品種：アムス）の出荷式が７月13日に、梅雨明け発表があったばかりの青空の下、温泉津町のメロン
選果場で開催されました。主催するのは、温泉津町施設園芸組合。同組合員、大田市、島根県農業普及部、

JA等関係機関職員が県内、大阪などへ出発するトラックを見送りました。
　来賓として出席した楫野弘和大田市長は「美味しいメロンを地元の皆さ
んにもたくさん食べていただきたい」と激励しました。当日は、メロンの
収穫体験を終えたばかりの温泉津小学校３年生16名も出席、代表の２名
がメロンを運送するトラックの運転手に、花束とメロンを贈呈しました。

　また、“大人の社会科見学”として参加した素敵なシニアの為のJA
講座『菜根館』の受講生24名も出席しました。
　今年は梅雨入りが早く、ハウス内の気温や湿度、潅水の状況等、ハ
ウスによって微妙に異なる環境に対応し、同組合では管理を徹底し
てきました。厚朴邦広組合長は「仲間とともに体調に気をつけながら、
良質なメロンを出荷していきたい」と語りました。

温泉津小学校児童のメロン栽培体験学習

『菜根館』受講生がメロンの収穫体験

選果場で説明を聞く受講生 ハウスで収穫体験

メロン出荷式の開会に先駆けて、同小学校３年生16名は、同組合の岩倉勝政さんのハウスを訪れ、メ
ロンの収穫を体験。実や茎にある棘のような毛に注意しながらメロンを収穫。「ずっしりと重い」「早く食
べたい」と感想を話しました。続いて選果場では、メロンが出荷されるまでの過程についてJA担当職員か

３回目となる同講座には、24名が参加しました。メロンの選果場
では、JA担当職員からメロンが出荷されるまでの工程、箱詰めされ
る様子等の説明を聞いた後、出荷式に参加しました。続いて、同組合
の厚朴邦広組合長のハウ
スにて、メロンの収穫を体
験。“収穫してから１週間
は冷暗所で保存し、食べる
前に冷やすと美味しい”と
教わった受講生は「１週間
後が楽しみ‼」と話しまし
た。

メロン出荷式開催

2人1組で収穫体験メロンの選果を体験する児童 試食♪

ら説明を受けた後
に、メロンを手に
取って選果を体験
しました。
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※�詳しくは、ハローワーク石見大田または、JAしまね石見銀山地区本部 農業機械課
までお問い合わせください。

JAしまね 石見銀山地区本部 農業機械課　担当：大国　☎0854-82-8007

【募集人数】	 受付事務職員（電話・窓口）　　１名

【雇用期間】	 令和３年８月25日（水）〜10月10日（日）まで

【年　　齢】	 18歳以上（高校生不可）

【賃　　金】	 時給　1,000円（別途、交通費支給あり）

【勤 務 日】	 令和３年８月25日（水）〜10月10日（日）の土・日・祝祭日

	 ただし、８月25日（水）〜27日（金）は勤務日とします。

【勤務時間】	 ８時30分〜17時まで

【勤務場所】	 農業機械課（大田市久手町）

短期アルバイト募
集 JAしまね石見銀山地区本部では、農業機械課の

『電話・窓口の受付事務職員』を募集しています。

農業機械課 受付事務職員
8/25（水）〜10/10（日）まで

「銀争はるばる」連載終了のお知らせ
　石見銀山戦国争奪絵巻として連載していました「銀争はるばる」の本年５月号および７月号において、フィ
クションとは断りながらも歴史的事実から大きく逸脱した内容であり、また記述の中で不適切な表現を使用
した点において、ご覧になられた方に誤った認識と不快な思いをさせてしまったことを深くおわびいたします。
　今後は記述の内容について十分注意を払うとともに、二度とこのようなことがないよう内部でのチェック
機能の充実を図ってまいります。
　なお、「銀争はるばる」につきましては、７月号の掲載をもちまして、連載を終了させていただきますのでご
了承ください。� JAしまね石見銀山地区本部
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院　
長

福ふ
く

田だ　
亮り

ょ
う 

先
生

医
療
法
人 

郷
原
医
院

石見銀山地区本部管内 ７月子牛市場ランキング  ベスト 5（本人取り除く）

７月子牛市場の成績表 （本人取り含む・金額は税込）

【ヌキ】 【メス】

熱
中
症
と
経
口
補
水
液

　

自
分
自
身
、
夏
は
毎
年
熱
中
症
っ
ぽ

く
な
り
、自
粛
が
必
要
と
思
い
な
が
ら
、

次
の
年
も
同
じ
こ
と
を
繰
り
返
し
て
い

ま
す
。
原
因
は
、「
自
分
は
熱
中
症
に

な
ら
な
い
」と
い
う
根
拠
の
な
い
自
信

と
熱
中
症
に
な
っ
て
い
る
実
感
の
無
さ

で
す
。
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
熱
中
症
の
症

状
を
自
覚
す
る
の
は
、
意
外
と
難
し
い

も
の
で
す
。
ま
ず
こ
れ
な
ら
熱
中
症
と

い
う
目
安
で
す
が
、
暑
い
環
境
に
い
た

後
で
の
大
量
発
汗
、
筋
肉
痛
、
こ
む
ら

返
り
、頭
重
感
、吐
き
気
、下
痢
、嘔
吐
、

だ
る
さ
、
倦
怠
感
な
ど
は
、
立
派
な
熱

中
症
の
症
状
で
す
。
注
意
す
べ
き
は
、

運
動
や
労
働
の
有
無
に
関
係
な
く
、
暑

い
環
境
に
出
る
だ
け
で
熱
中
症
に
な
る

と
い
う
点
で
す
。
次
に
、
最
も
一
般
的

な
熱
中
症
対
策
で
あ
る
水
分
補
給
に
つ

い
て
で
す
が
、
幾
つ
か
ポ
イ
ン
ト
が
あ

り
ま
す
。
熱
中
症
は
脱
水
を
伴
う
の
で

補
水
は
必
須
で
す
が
、
ま
ず
冷
た
い
液

体
で
あ
る
こ
と
、
こ
れ
は
胃
腸
な
ど
消

化
管
の
深
部
温
度
を
下
げ
る
意
味
で
重

要
で
す
。
次
に
、
電
解
質
が
入
っ
て
い

る
こ
と
。
汗
は
水
以
外
に
大
量
の
ナ
ト

リ
ウ
ム
な
ど
の
電
解
質
を
失
い
ま
す
。

只
の
水
や
お
茶
の
補
給
は
電
解
質
の
補

給
が
無
い
ば
か
り
か
、
残
っ
て
い
る
体

内
の
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
希
釈
し
て
、
こ
む

ら
返
り
な
ど
を
起
こ
し
ま
す
。
ま
た
、

只
の
水
だ
け
で
も
吸
収
は
さ
れ
ま
す

が
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
と
ブ
ド
ウ
糖
は
、
小

腸
で
の
水
の
吸
収
を
何
倍
も
促
進
し
ま

す
。
こ
の
２
つ
は
セ
ッ
ト
で
吸
収
さ
れ

る
の
で
、
そ
の
濃
度
バ
ラ
ン
ス
も
重
要

で
す
。
大
塚
製
薬
の
Ｏ
Ｓ-

１
は
、
経

口
補
水
液
と
銘
打
っ
て
い
る
だ
け
あ
っ

て
、
こ
れ
ら
が
考
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。

ポ
カ
リ
ス
エ
ッ
ト
や
ア
ク
エ
リ
ア
ス
等

は
清
涼
飲
料
水
な
の
で
、
補
水
液
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
は
適
量
の
汗
の

補
充
が
目
的
な
の
で
成
分
は
汗
に
近
い

で
す
が
、
消
化
管
か
ら
の
迅
速
な
吸
収

に
よ
る
水
分
補
正
が
目
的
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
Ｏ
Ｓ-

１
に
比
し
て
ナ
ト
リ
ウ

ム
や
カ
リ
ウ
ム
が
少
な
く
、
逆
に
ブ
ド

ウ
糖
が
多
く
、
早
急
な
脱
水
補
正
に
は

不
向
き
で
す
。
熱
中
症
予
防
で
最
も
有

効
な
の
は
エ
ア
コ
ン
で
す
が
、
野
外
に

出
た
場
合
に
は
、
発
汗
し
た
場
合
は
勿

論
、
そ
う
で
な
い
場
合
も
、
冷
や
し
た

補
水
液
を
使
っ
て
脱
水
の
予
防
、
補
正

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

▶
次
回
も
頑
張
り
ま
す
。

▶
次
回
も
頑
張
り
ま
す
。

ヌ
キ
最
高

メ
ス
最
高

三
瓶
町
志
学

高
田　
　

拓 

さ
ん

令
和
３
年
７
月
14
日

種別 市場 取引頭数 最高価格 最低価格 平均価格 対前月 対前年同月 平均体重 平均日齢

メス
管内 17 1,105,500 398,200 688,794 86,594 112,094 282 273
中央 108 1,105,500 398,200 659,440 -10,359 11,154 274 279
県 161 1,105,500 158,400 635,766 -34,033 46,205 276 279

ヌキ
管内 18 860,200 566,500 704,489 -5,092 35,933 267 234
中央 124 1,007,600 553,300 774,977 -14,918 118,120 293 265
県 182 1,007,600 232,100 779,743 -10,152 130,449 298 267

順位 地 区 氏　名 体重 日齢 父 祖父 祖祖父 祖々祖父

1 水上 ㈱大田原農場 344 272 久茂福 安福久 平茂勝 忠福

2 山口 三浦　英範 340 272 安亀忠 美津照重 第2平茂勝 茂重桜

3 水上 ㈱大田原農場 305 269 美津照重 華春福 勝忠平 安平

4 水上 ㈱大田原農場 292 265 諒太郎 美津照重 平茂晴 平茂勝

5 富山 白石　　祐 325 303 美国桜 百合茂 勝忠平 平茂勝

順位 地 区 氏　名 体重 日齢 父 祖父 祖祖父 祖々祖父

1 志学 高田　雅晴 279 256 耕富士 安福久 勝忠平 金幸

2 山口 大国　裕紀 271 262 美国桜 耕富士 美穂国 安平

3 志学 高田　雅晴 273 260 美国桜 金太郎３ 安福久 平茂勝

4 富山 白石　　祐 276 284 久茂福 安福久 平茂勝 安福165の9

5 水上 ㈱大田原農場 288 307 諒太郎 百合茂 第１花国 安福165の9

水
上
町

　

  

㈱
大
田
原
農
場
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このページは皆様のお便りが頼りです。

お便りお待ちしております♪

■
孫
と
一
緒
に「
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
」の
答
え
を
考
え

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
こ
ん
な
機
会
が
あ
れ
ば
良
い
と
思
い

ま
す
。�

（
Ｔ
さ
ん
）

■「
し
ま
ね
の
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
」の『
ピ
ー
マ
ン
大
作
戦
』
、

お
も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。
は
つ
ら
つ
と
し
た
森
脇
さ
ん
の
写

真
が
、
と
て
も
良
か
っ
た
で
す
。�

（
Ｍ
さ
ん
）

■「
早
口
言
葉
」は
、
実
行
し
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。
一

人
暮
ら
し
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。�

（
Ｍ
さ
ん
）

■
島
根
の
東
部
か
ら
西
部
へ
と
、
各
地
区
の
Ｊ
Ａ
の
活
動
ぶ

り
が
紹
介
さ
れ
、
元
気
な
島
根
の
農
業
を
頼
も
し
く
思
っ
て

い
ま
す
。�

（
Ｓ
さ
ん
）

■
友
達
に
梅
ジ
ュ
ー
ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
が
と
て

も
美
味
し
く
て
、
家
族
の
大
好
物
に
な
り
ま
し
た
。

�

（
Ｙ
さ
ん
）

■
防
災
の
記
事
。
心
配
だ
け
ど「
大
丈
夫
だ
ろ
う
」と
い
う

気
持
ち
が
ど
こ
か
あ
っ
て
…
。
こ
の
前
の
豪
雨
で
、
も
っ
と

意
識
を
高
め
な
い
と
い
け
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。�（
Ｆ
さ
ん
）

読 者 コ ー ナ ー

①1.5kg 袋入
¥2,695（税込み）

②3.5kg ボトル入
¥5,885（税込み）

befor

befor

befor

befor

after

after

after

after
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「夏野菜を使った世界の料理 －その２－」
今月の料理

①�トマト煮込み ラタトゥイユ　〜フランスの夏野菜
の煮込み（ハンバーグやパスタのソースとしても可）〜

＜材料（４人分）＞
　・トマト　６個　　・ピーマン（大）　２個　
　・玉ねぎ　１個　　・ナス　１本　　
　・ズッキーニ　１〜２本　　＊赤パプリカなども彩で
　・ニンニク　１片（チューブでも可）　
　・ケチャップ　大さじ６（トマト缶１個でも可）
　・コンソメ　２〜３個　　・水　200cc　
　・塩コショウ　適量　
＜作り方＞
　❶ ‌�トマト以外の野菜を約１cm角に切って、炒める。
　❷ ‌�トマトを乱切りし、❶に加え、炒める。
　❸ ‌�ニンニク、コンソメ、ケチャップ、水を加え煮込み、

塩コショウで味を調える。

②蒸しナス　〜タイ風〜
＜材料（２人分）＞
　・ナス　２〜３本　　・赤玉ねぎ　適量　
　・パクチー　適量（ネギでも可）
　タレ　 ・ナンプラー　小さじ３　　・砂糖　小さじ１強　　　　 ・唐辛子（輪切り）　適量
＜作り方＞
　❶ ‌�ナスは切り込みを入れてラップをして、レンジで加熱
（600Wで３分程度）、粗熱をとって適当にほぐす。�
パクチーは食べやすい大きさに切る。赤玉ねぎはスラ
イスして水にさらし、水気をとる。

　❷ ‌�ボウルにタレを混ぜ、ナスを漬ける。
　❸ ‌�❷を皿に盛り、赤玉ねぎとパクチーをのせる。

③タイ風サラダ（ヤムウンセン）
＜材料（２〜３人分）＞
　・シーフードミックス　200〜300g　
　・赤玉ねぎ　１/２個　　・セロリ　１/２〜１本　
　・きゅうり　１本　　　 ・春雨　20g
　・パクチー　適量（ネギでも可）　
　・ピーナッツ（砕いて）　適量

　　　 　�・ナンプラー　大さじ４と１/２　
　タレ　 ・レモン汁　60cc　　・粉唐辛子　お好みで
　　　　 ・ごま油　大さじ１と１/２
＜作り方＞
　❶ ‌�シーフードミックスを熱湯で軽く下茹でする。春

雨はぬるま湯で20〜30分浸けて戻し、食べやす
い大きさに切る。

　❷ ‌�赤玉ねぎ、セロリは薄切りにして、きゅうりは乱
切りにする。

　❸ ‌�タレをボウルに入れて混ぜ、❶と❷を入れて混ぜる。
　❹ ‌�皿に盛って、ピーナッツとパクチーをのせる。

④ナンプラーの豚丼
＜材料（２人分）＞
　・豚薄切り肉　150g　　・ナンプラー　適量　
　・塩コショウ　適量　　・ご飯　
　・サラダ油　適量　　・パクチー　適量（ネギでも可）
＜作り方＞
　❶ ‌�豚肉をサラダ油で炒め、塩コショウをする。豚肉

に火が通ったら、ナンプラーを回しかける。
　❷ �ご飯を丼

どんぶり
によそって豚肉をのせ、パクチーをのせる。

提供：石見銀山産直出荷者協議会

①

②

③

④

年金無料相談 JAグリーンおおだ
複雑な年金手続きのお手伝い
をいたします。どなたでもお
気軽にご来店ください。

※時間は９：00 ～ 15：00

8月29日（日）JA仁摩支店
☎0854-88-2120

９月は、
休まず営業いたします。
・毎月５のつく日はポイント５倍！
・毎月０のつく日は玉子が半額！
・毎週火曜日は火曜均一セール！
・毎週木曜日は午後４時から夕方市！

＊9月の年金無料相談は、ありません。

大田町 リラク＆カフェ　Luck Luck
　　　代表　阪井 進也 さん（右）
　　　　　　阪井 秀美 さん（左）
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